
K A N O Y A   C I T Y   P U B L I C   R E L A T I O N S

広報 平成25年４月12日発行　No.175

ひと・まち・産業が躍動する「健康・交流都市 かのや」

APRIL. 2013

特集
平成25年度予算……………………………………………………… 2
地域に『元気』と『活力』をもたらす積極予算

「鹿屋市総合計画後期基本計画」を策定しました… ………………… 6
病児・病後児保育、放課後児童クラブ、　
　休日保育をご利用ください………………………………………… 8
かのやばら祭り2013春… …………………………………………… 10
ご家庭で環境対策に取り組んでみませんか……………………… 12
愛犬の登録と狂犬病予防注射を実施……………………………… 13
平成25年４月、鹿屋市は 「交通安全都市宣言」 
「人権尊重のまち宣言」を行いました… …………………………… 14
まちの話題…………………………………………………………… 15
情報掲示板…………………………………………………………… 17
みんな元気 !!…………………………………………………………… 23
広告のひろば………………………………………………………… 24

4

今月の表紙

　３月24日、上祓川町の瀬戸山神社で祓川
地区棒踊りが奉納されました。
　この棒踊りは、五穀豊穣と無病息災を瀬戸
山神社に祈願して奉納する伝統行事。
　当日は、上祓川町・祓川町・西祓川町・下
祓川町の踊り手約100 人が、それぞれ地元
に伝わる棒踊りを、鳥居の前や神社境内など
で奉納。その後、各町内に戻り夕方遅くまで
各戸を回って踊りを披露しました。

満開の桜の下
　       棒踊りを奉納



　平成 25年度当初予算は鹿屋市３月議会定例会で可決成立しました。
　一般会計当初予算の総額は、昨年度より4.3％増の435億9千6百万円で過去最大規模になります。
　これは、防災・行政・地域情報伝達システムの構築や、小・中学校の耐震化促進事業など、市民
が安全で安心して暮らせる環境づくり対策などを積極的に盛り込んだことなどによるものです。
　ここでは、新年度予算の編成方針や特徴について説明します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問い合わせ】　市財政課　☎ 0994-31-1126
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事

業
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計

●
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別
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＝
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定
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＝
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収
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源
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＝
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付

さ
れ
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●
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扶
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の
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額

●
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資
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＝
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、
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住
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建
設
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会
資
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整

備
や
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に
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す
る
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出
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果
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ス
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ッ
ク
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さ
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費

●
経
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経
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＝
毎
年
度
継
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し
て
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さ
れ
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で
義
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的
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ど

●
政
策
的
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費
＝
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務
的
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と
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り
、
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、
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、
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付
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付
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平成25年度一般会計予算歳入予算の状況

　　　　　　本市は、歳入の約７割が
　　　　　　依存財源であり、国の動
向に左右されやすい予算であることが
分かります。
　依存財源のうち最も金額の大きい地
方交付税は、前年度当初予算に比べ
５億 5千万円減額の 132 億円となっ
ています。
　また、市債は、防災・行政・地域情
報伝達システムの構築や、小・中学校
の耐震化促進事業などの大型事業の実
施により、前年度当初予算に比べ９億
9千 8百万円増額の 47億 2千 3百万
円になりました。
　次に、自主財源のうち最も金額の大
きい市税は、市たばこ税が県からの税
移譲に伴い増額になることなどから、
前年度当初予算に比べ２億 6千万円
増額の 94億 9千 5百万円となってい
ます。

歳 入

地域に『 』と『 』をもたらす積 極 予 算元気 活力

◆
財
政
用
語
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◆

●自主財源比率

24年度
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12,696（30.4％）
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1.4％増
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1.4％減
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13,880（31.8％）
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【目的別分類】
平成25年度
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435億9千6百万円

【性質別分類】
平成25年度

一般会計当初予算
435億9千6百万円

市税
9,495
（21.8％）

分担金・負担金
617（1.4％）

使用料・手数料
774（1.8％）

繰入金
2,009（4.6％）

その他自主財源
985（2.2％）

地方交付税
13,200（30.3％）

国・県支出金
9,993（22.9％）

 市債
　4,723
（10.8％）

譲与税・交付金
1,775（4.1％）

民生費
16,814（38.6％）

人件費
7,304（16.8％）

扶助費
11,521（26.4％）

公債費
4,945（11.3％）

普通建設事業
5,300（12.2％）

物件費
5,219（12.0％）

補助費等
3,767（8.6％）

操出金
4,850（11.1％）

その他 690（1.6％）

公債費
4,945（11.3％）

教育費
5,573（12.8％）

総務費
4,583（10.5％）

土木費
3,199（7.3％）

衛生費
2,908（6.7％）

農林水産業費
2,213（5.1％）

消防費
1,939（4.4％）

商工費
725（1.7％） その他

697（1.6％）

その他
25（0.1％）

自主財源
13,880（31.8％）

依存財源
29,716（68.2％）

単位：百万円
（　）は、構成比
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平成25年度一般会計当初予算歳出予算の目的別・性質別分類

▲性質別＝予算及び決算における「節」の区分を基準とした分類
であり、財政の健全性、弾力性を測定することができる分類

▲目的別＝予算及び決算における「款」、「項」の区分を基準
とした分類であり、各部各課ごとのおおまかな予算の比重
を知ることができる分類

義務的経費のうち、人件費は職員数の見直しなどで、前年度に比べ
3千 7百万円減額の 73億 4百万円。扶助費は、自立支援給付（障害

福祉サービス）事業費の増額や生活保護世帯・人員の増加などに伴い、７億 1千 3
百万円増額の 115 億 2千１百万円。公債費は、１億 8千７百万円減額の 49 億 4
千５百万円となっています。また、投資的経費は、前年度に比べ 11億 5千５百万
円増額の 54億 5千 4百万円となっていますが、これは、歳入と同じく、防災・行政・
地域情報伝達システムの構築や小・中学校の耐震化促進事業などの大型事業の実施
によるものです。

歳 出

平成25年度  一般会計当初予算は

地域に『 』と『 』をもたらす積 極 予 算元気 活力
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国
庫
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出
金
＝
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、
地
方
公
共
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行
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し

て
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付
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る
補
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委
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金
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＝
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収
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等
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金
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＝
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ど
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た
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返
済
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費
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購
入
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た
め
の
経
費
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25（0.1％）

自主財源
13,880（31.8％）

依存財源
29,716（68.2％）

単位：百万円
（　）は、構成比

依存財源
29,716（68.2％）

自主財源
13,880（31.8％）

平成25年度
一般会計当初予算
435億9千6百万円

（100％）

【目的別分類】
平成25年度

一般会計当初予算
435億9千6百万円

【性質別分類】
平成25年度

一般会計当初予算
435億9千6百万円

市税
9,495
（21.8％）

分担金・負担金
617（1.4％）

使用料・手数料
774（1.8％）

繰入金
2,009（4.6％）

その他自主財源
985（2.2％）

地方交付税
13,200（30.3％）

国・県支出金
9,993（22.9％）

 市債
　4,723
（10.8％）

譲与税・交付金
1,775（4.1％）

民生費
16,814（38.6％）

人件費
7,304（16.8％）

扶助費
11,521（26.4％）

公債費
4,945（11.3％）

普通建設事業
5,300（12.2％）

物件費
5,219（12.0％）

補助費等
3,767（8.6％）

操出金
4,850（11.1％）

その他 690（1.6％）

公債費
4,945（11.3％）

教育費
5,573（12.8％）

総務費
4,583（10.5％）

土木費
3,199（7.3％）

衛生費
2,908（6.7％）

農林水産業費
2,213（5.1％）

消防費
1,939（4.4％）

商工費
725（1.7％） その他

697（1.6％）

その他
25（0.1％）

自主財源
13,880（31.8％）

依存財源
29,716（68.2％）

単位：百万円
（　）は、構成比

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS3 No.175



線
・
枝
線
工
事
な
ど
の
建
設
事

業
費
の
増
が
主
な
要
因
で
す
。

● 

水
道
事
業

　

水
道
事
業
会
計
予
算
は
、
収

入
源
と
支
出
用
途
の
性
格
に
よ

っ
て
、
収
益
的
収
支
と
資
本
的

収
支
に
分
か
れ
ま
す
。

　

収
益
的
収
支
は
水
道
事
業
の

経
営
活
動
に
、
資
本
的
収
支
は

水
道
施
設
の
整
備
事
業
に
充
て

ら
れ
ま
す
。

区　分 当初予算額

収益的収入 1,632,399千円

収益的支出 1,500,535千円

資本的収入 7,219千円

資本的支出 609,524千円

●水道事業

　

平
成
25
年
度
当
初
予
算
は
、

○
心
豊
か
で
い
き
い
き
健
や
か

な
「
ひ
と
」
づ
く
り

○
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
快
適
な

「
ま
ち
」
づ
く
り

○
に
ぎ
わ
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る

「
産
業
」
づ
く
り

を
基
本
理
念
と
し
、
共
生
・
協

働
の
精
神
の
も
と
、
人
や
ま
ち
、

そ
し
て
産
業
が
い
き
い
き
と
躍

動
す
る
、〝
元
気
な
「
か
の
や
」

づ
く
り
〟
を
目
指
し
た
施
策
・

事
業
を
積
極
的
に
展
開
す
る
予

算
と
し
ま
し
た
。

  
予
算
編
成
に
当
た
っ
て

● 

新
年
度
予
算
の
特
徴

　

す
べ
て
の
市
民
が
、
安
全
で

安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら
し
、

未
来
に
希
望
を
抱
け
る
地
域
社

会
を
構
築
し
て
い
く
た
め
、

○
市
民
が
安
全
で
安
心
し
て
健
や

か
に
暮
ら
せ
る
環
境
づ
く
り

○
市
民
の
声
を
活
か
し
た
共

生
・
協
働
に
よ
る
魅
力
あ
ふ

れ
る
ま
ち
づ
く
り

○
地
域
産
業
の
持
続
的
発
展
に

向
け
た
基
盤
づ
く
り

の
３
つ
を
重
点
項
目
と
し
て
、

次
の
８
つ
の
施
策
体
系
ご
と
に

事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

①
市
民
の
声
と
力
を
生
か
す
ま

ち
づ
く
り

②
地
域
を
元
気
に
す
る
産
業
づ

く
り

③
地
域
で
支
え
あ
う
健
や
か
で

心
の
か
よ
う
ま
ち
づ
く
り

④
安
全
・
安
心
な
暮
ら
し
の
あ

る
ま
ち
づ
く
り

⑤
快
適
な
生
活
を
支
え
る
ま
ち

づ
く
り

⑥
自
然
と
環
境
を
大
切
に
す
る

ふ
る
さ
と
づ
く
り

⑦
未
来
の
郷
土
を
担
う
ひ
と
づ

く
り

⑧
人
・
モ
ノ
・
情
報
を
結
び
、

付
加
価
値
の
高
い
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
づ
く
り

　
特
別
会
計
・

　
　
　
公
営
企
業
会
計

　

特
別
会
計
全
体
で
は
、

3.5
％
増
の
２
６
５
億
４
，

０
６
６
万
１
千
円
で
、
主
な
特

別
会
計
の
増
減
要
因
は
次
の
と

お
り
で
す
。

● 

国
民
健
康
保
険
事
業

　

前
年
度
比
2.2
％
増
の

１
３
６
億
８
，
３
８
３
万
４
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

後
期
高
齢
者
支
援
金
や
国
保
連

合
会
へ
の
共
同
事
業
拠
出
金
な

ど
の
増
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
● 

後
期
高
齢
者
医
療

　

前
年
度
比
3.8
％
増
の

10
億
６
，
０
６
９
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
納
付

金
や
コ
ン
ビ
ニ
収
納
の
導
入
に

伴
う
経
費
な
ど
の
増
に
よ
る
も

の
で
す
。

● 

介
護
保
険
事
業

　

前
年
度
比
5.6
％
増
の

１
０
１
億
９
，
２
５
２
万
７
千

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
や
在
宅

サ
ー
ビ
ス
を
は
じ
め
と
す
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
数
及
び

給
付
費
の
増
が
主
な
要
因
で

す
。

● 

公
共
下
水
道
事
業

　

前
年
度
比
4.6
％
増
の

12
億
７
，
１
５
３
万
２
千
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
王

子
雨
水
幹
線
建
設
工
事
や
西
原

地
区
を
は
じ
め
と
し
た
汚
水
幹

区　分 平成25年度 平成24年度 増  減  額 前年度比較
一　般　会　計 43,596,000千円 41,793,000千円 1,803,000千円 4.3％

特別会計

国民健康保険事業 13,683,834千円 13,391,423千円 292,411千円 2.2％

後期高齢者医療 1,060,692千円 1,021,871千円 38,821千円 3.8％

介護保険事業 10,192,527千円 9,652,743千円 539,784千円 5.6％

公共下水道事業 1,271,532千円 1,215,778千円 55,754千円 4.6％

下水道事業 41,442千円 40,328千円 1,114千円 2.8％

輝北簡易水道事業 290,634千円 317,502千円 △26,868千円 △8.5％

小　　計 26,540,661千円 25,639,645千円 901,016千円 3.5％

合　　　計 70,136,661千円 67,432,645千円 2,704,016千円 4.0％

●会計別予算額の内訳
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● 主な事業
①自立支援プログラム策定実施推
　進事業　　　 　 （275万9千円）
②子育て支援交付金事業

　　（3,927万7千円）
③保育対策等促進事業　　

　　（1億5,553万5千円）
④在宅高齢者等介護慰労金支給事業

　　（3,235万2千円）

● 主な事業
①�防災・行政・地域情報伝達システ

ム整備事業
 （6億5,979万5千円）

②鹿屋市体育館大規模改修事業
　　（2億2,516万3千円）

③�元気なかのやづくり推進事業
（簡易貯留施設モデル事業）

　　（2,232万円）
④雨水排水総合対策事業

　　（1,394万8千円）

● 主な事業
①市税等コンビ二収納事業

　　（984万2千円）
②地域コミュニティモデル推進事業

　　（820万5千円）
③元気な地域づくり推進事業

　　（600万円）
④かのやばら園魅力アップ事業

　　（2,936万7千円）

① 市民の声と力を生かすまちづくり

● 主な事業
①かのやブランド推進事業

　　（1,364万円）
②６次産業化推進事業

　　（452万3千円）
③元気なかのやづくり推進事業
　（かのや産業物語）

　　（1,771万2千円）
④肉牛経営安定緊急対策事業

　　（1,071万円）

● 主な事業
①ばらを活かしたまちづくり推進  
    事業　　　　　（2,617万8千円）
②グリーン・ツーリズム推進事業

（335万4千円）
③�ふるさと納税活用・登山＆
　トレッキング誘客促進事業

（89万4千円）

② 地域を元気にする産業づくり

③ 地域で支えあう健やかで心のかようまちづくり ④ 安全・安心な暮らしのあるまちづくり

⑤ 快適な生活を支えるまちづくり

● 主な事業
①総合交通対策事業

　　（8,326万5千円）
②都市公園等施設管理事業

　　（6,407万3千円）
③幹線道路等整備事業

　　（２億9,214万2千円）
④住宅リフォーム助成事業

　(5,255万3千円)  

⑥ 自然と環境を大切にするふるさとづくり
● 主な事業
①ごみ減量・リサイクル事業

　　（4,626万3千円）
②地球温暖化対策推進事業

　　（1,524万3千円）
③畜産臭気対策普及推進事業

　　（231万5千円）
④小型合併浄化槽設置整備事業

　　(２億3,950万4千円)

⑦ 未来の郷土を担うひとづくり
● 主な事業
①�ふるさと納税活用事業・やねだ

ん芸術家に学ぼう事業
（200万円）

②地域に飛び出す人材育成事業
　　（113万9千円）

③小・中学校施設耐震化促進事業
　　（15億4,590万2千円）

④�大隅半島の古墳再発見（象嵌装
大刀情報発信）事業

（162万5千円）

⑧ 人・モノ・情報を結び、付加価値の高いネットワークづくり

８つの重点施策

▲元気なかのやづくり意見交換会議 ▲全国和牛能力共進会

▲幼児体育能力向上支援

▲ごみ減量・リサイクル出前講座▲桜ヶ丘市営住宅建替

▲�鹿屋中学校耐震補強・大規模
改造工事 ▲かのやばら園ファンタジーナイト

▲古江地区津波避難訓練

写真で見る
新年度予算
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総
合
計
画
は
、「
基
本
構
想
」、

「
基
本
計
画
」
及
び
「
実
施
計
画
」

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
基
本

計
画
に
つ
い
て
は
、
基
本
構
想

に
基
づ
く
市
政
の
基
本
的
な
計

画
で
あ
り
、
基
本
目
標
を
踏
ま

え
た
施
策
の
基
本
的
方
向
及
び

施
策
の
体
系
を
示
す
も
の
で
、

個
別
の
計
画
、
事
業
な
ど
は
、

す
べ
て
こ
の
基
本
計
画
に
沿
っ

て
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
平
成
20
年
３
月
に

合
併
後
の
市
の
進
む
べ
き
方
向

と
望
ま
れ
る
将
来
像
を
掲
げ
た

鹿
屋
市
総
合
計
画
（
目
標
年
度

＝
平
成
29
年
度
）
を
策
定
し
、

こ
の
計
画
に
定
め
た
、
将
来
都

市
像
『
ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が

躍
動
す
る 

「
健
康
・
交
流
都
市

か
の
や
」』
の
実
現
に
向
け
て

前
期
基
本
計
画
に
基
づ
き
、
取

組
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
前
期
基
本
計
画
の
計
画

期
間
が
平
成
24
年
度
で
終
了
す

る
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
か

ら
平
成
29
年
度
ま
で
を
計
画
期

間
と
す
る
後
期
基
本
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。

　

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
前
期

基
本
計
画
の
進
捗
状
況
等
の
検

証
や
、
今
後
５
年
間
に
取
り
組

む
べ
き
施
策
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
と
も
に
、
鹿
屋
市
総
合

計
画
審
議
会
（
坪
水
徳
郎
会
長
）

に
お
い
て
議
論
を
重
ね
、
答
申

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
こ
の
計
画
に
基
づ

き
、
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

計
画
の

策
定
趣
旨

計
画
の
構
成
と
期
間

　基本構想は、将来都市像やまちづくりの基本理念を示すとともに、これを実現するための基本目標、推進
体制等で構成しています。

後期基本計画」を策定しました

H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

基本構想

基本計画

実施計画

基　本　構　想

前 期 計 画 後 期 計 画

第1期第1期

第2期第2期

将来都市像基本理念基本目標

ひ
と
・
ま
ち
・
産
業
が
躍
動
す
る

「
健
康
・
交
流
都
市
　
か
の
や
」

● 地域で支えあう健やかで心のかようまちづくり
　○生涯にわたる健康づくりの推進
　○ふれあいの福祉の創造
● 創造性と豊かな心をはぐくむまちづくり
　○生涯学習社会の形成
　○人権を尊重する平和な社会の実現
　○市民文化の振興
　○スポーツ活動の振興
　○国際性豊かな人づくりの推進

● 安全・安心な暮らしのあるまちづくり
　○安全・安心なまちづくり
● 豊かな自然環境を次代に引きつぐまちづくり
　○地球にやさしいまちづくり
● 快適な生活を支えるまちづくり
　○適正な土地利用の推進
　○交通体系の整備
　○快適な居住環境の充実
　○高度情報通信社会への対応

● 活力ある産業が展開するまちづくり
　○活力ある農林水産業の確立
　○賑わいと活力ある商工業の振興
　○魅力あふれる観光地の創造
　○雇用の促進と勤労者福祉の充実

● 共生・協働で進めるまちづくり
　○共生・協働社会の構築
　○�効率的・効果的な行財政運営に向けた経営シス

テムの確立
　○広域行政の推進

心豊かでいきいき
健やかな人づくり

安心して暮らせる
快適なまちづくり

にぎわいと活力
あふれる産業づくり

まちづくりの
推進体制

【基 本 構 想】
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鹿屋市の今後５年間の

　市政運営の指針となる

　総合計画後期基本計画の本編及び概要版は、市ホームページのほか、市情報公開室、各総合支所、各出張所でご
覧になれます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　   【問い合わせ】　市企画調整課　☎ 0994-31-1125

「鹿屋市総合計画
【かのや未来創造プラン】

共生・協働社会の実現
○地域コミュニティ活動の充実・強化
○共生・協働のまちづくりの推進　
○元気な地域づくりの推進　
○市民活動の支援　など
地域を支える人材育成
○生きる力の育成及び学校教育環境の充実
○鹿屋体育大学などとの連携によるトップアスリートの育成
○生涯学習による地域人材の育成
○地域ぐるみによる青少年の育成
○海外で活躍できる人材の育成　など

元気なひとづくりプロジェクト

安全で安心して暮らせる基盤づくり
○防災体制・都市基盤の強化・充実
○ライフラインの強化
○総合雨水排水対策の推進
○高速・広域交通網の整備促進
○適正な土地利用の推進
○地域公共交通の充実　
○地域医療体制の充実
○健康診査の推進
○子育て環境の充実
○地域福祉の充実
○高齢者福祉の充実　など
守り育てる環境づくり
○環境啓発活動の推進
○水環境の保全
○合併処理浄化槽の設置推進
○悪臭対策の推進
○再生可能エネルギーの導入促進　など

元気なまちづくりプロジェクト

産業振興と雇用促進
○６次産業化と農商工連携の推進
○ブランド化の推進
○農林水産物の生産性向上と競争力の強化　
　（品質向上と安全・安心の対策の推進）
○多様な担い手の育成・確保
○食育・地産地消の推進　
○企業立地促進と立地企業のアフターフォロー
○商工業の活性化
○地域雇用の創出　など
交流人口の増加促進
○�地域資源（食、農、自然、文化等）を生か
した観光振興
○かのやばら園の充実・強化
○健康とスポーツを通じ
　た交流促進
○交流を支えるスポーツ
　施設等の整備・充実
○�戦略的な誘客・ＰＲ活
動の推進　など

元気な産業づくりプロジェクトか
の
や
未
来
創
造
プ
ラ
ン

行財政基盤の強化

自立した地域社会の創造に向けた共生・協働社会の実現と次代を担う人材育成

市民の安全な生活基盤の確保と地域環境の保全 地域資源や特性を生かした産業振興と交流促進

　基本計画のうち、後期基本計画の期間５年間に、重点的・戦略的に推進する取組を「か
のや未来創造プラン」と位置付けました。そこで、その概要をお知らせします。
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　　【問い合わせ】
   　　市子育て支援課　☎ 0994-31-1134

　市では、様々な保育ニーズに対して、個々の
家庭の状況に適切に対応できるよう保育サービ
スの充実を図り、仕事と子育ての両立を支援し
ています。

●
１
日
の
利
用
料
金

①�

生
活
保
護
法
に
よ
る
被
保
護
世

帯	

＝
無
料

②�

市
民
税
非
課
税
世
帯
（
①
及
び

④
を
除
く
）	

＝
無
料

③�

市
民
税
課
税
世
帯
（
①
及
び
④

を
除
く
）	

＝
１
、０
０
０
円

④�

所
得
税
課
税
世
帯＝

２
、０
０
０
円

※�

申
出
が
な
い
場
合
は
、
④
に
な

り
ま
す
。

※
①
②
③
に
該
当
す
る
場
合
は
、

申
出
内
容
の
証
明
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

保
育
所
入
所
時
に
提
出
し
て

い
る
人
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

（
所
得
税
は
平
成
24
年
分
、
市

民
税
は
平
成
24
年
度
分
が
必

要
で
す
）

※�

昼
食
や
お
や
つ
は
、
各
家
庭
で

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

医
療
費
に
つ
い
て
は
、
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

●
利
用
方
法

　

利
用
を
希
望
す
る
人
は
、
事
前

に
登
録
が
必
要
で
す
。
市
子
育
て

支
援
課
（
⑰
番
窓
口
）
又
は
各
総

合
支
所
市
民
生
活
課
で
登
録
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
印

鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
利
用
時
に
は
実
施
施
設

に
予
約
を
取
り
、
利
用
申
込
書
及

び
登
録
申
請
書
の
写
し
を
実
施
施

設
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
定
員
の
関
係
や
児
童

の
病
状
等
に
よ
り
利
用
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
。

※�

平
成
24
年
度
に
登
録
し
た
人
も
、

平
成
25
年
度
は
再
度
登
録
が
必

要
で
す
。

●
利
用
時
間

　�

月
〜
金
曜
日	

＝
８
時
〜
18
時

　
土
曜
日	

＝
８
時
〜
12
時

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
当
日

　

の
７
時
30
分
ま
で
に
連
絡
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
実
施
施
設

　
森
の
く
ま
さ
ん
家

　
（
西
原
2
丁
目
・
ま
つ
だ
こ
ど

　

も
ク
リ
ニ
ッ
ク
併
設
）

　

☎
０
９
９
４-

52-

０
５
０
６

●
対
象
児
童

　

保
育
所
・
幼
稚
園
等
で
保
育
し

て
い
る
乳
幼
児
及
び
小
学
校
低
学

年
の
児
童
で
、
次
の
状
態
に
あ
て

は
ま
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま

す
。

○�

病
気
の
た
め
集
団
保
育
が
困
難

な
状
態
で
あ
り
、
か
つ
、
保
護

者
の
勤
務
の
都
合
、
傷
病
、
事

故
、
出
産
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、

社
会
的
に
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
の
保
育
が
困
難

な
状
態
で
あ
る
場
合

▲病児保育の実施施設『森のくまさん家』

　
保
育
所
等
に
入
所
中
の
児

童
が
病
気
の
た
め
集
団
保
育

が
困
難
で
あ
り
、
か
つ
、
保

護
者
が
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
家
庭
で
の
育
児
が
困

難
な
状
況
に
あ
る
場
合
、
一

時
的
に
児
童
を
預
か
り
保
育

し
ま
す
。

▲寿学童育成クラブ

病児・
病後児
保育

病児・病後児保育、
放課後児童クラブ、
休日保育
  をご利用ください

8APRIL.2013



●
対
象
児
童

　

小
学
生
で
、
仕
事
な
ど
に
よ
り

昼
間
保
護
者
が
在
宅
し
て
い
な
い

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
利
用
方
法

　

希
望
す
る
児
童
ク
ラ
ブ
に
連
絡

し
て
登
録
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日
・
開
設
時
間
・

　

利
用
料
金

　

児
童
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
開
設
日
、

開
設
時
間
、
利
用
料
金
が
異
な
り

ま
す
。
希
望
す
る
ク
ラ
ブ
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平成 25 年度鹿屋市放課後児童クラブ一覧表

クラブ名 所在地 電話番号

鹿屋学童育成クラブ 西大手町 ☎ 0994-42-2663

わかば児童クラブ 寿４丁目 ☎ 0994-44-5234

寿・第２寿学童育成クラブ 寿５丁目 ☎ 0994-41-2568

エンゼル児童クラブ 札元２丁目 ☎ 0994-43-9353

笠之原児童育成クラブ 笠之原町 ☎ 0994-42-2919

はらい川児童クラブ 祓川町 ☎ 0994-42-2250

二葉児童クラブ 西原 1丁目 ☎ 0994-44-6107

にしはら学童育成クラブ 西原１丁目 ☎ 0994-45-5215

西原台学童育成クラブ 今坂町 ☎ 0994-44-6577

花岡児童育成クラブ 花岡町 ☎ 0994-46-3763

和光児童クラブ 横山町 ☎ 0994-48-2931

南部幼稚園学童クラブ 下堀町 ☎ 0994-44-6850

第１・第２こばと児童クラブ 川西町 ☎ 0994-40-2851

吾平児童クラブ 吾平町上名 ☎ 0994-58-8220

いずみ幼稚園学童クラブ 吾平町上名 ☎ 0994-58-6893

光明児童クラブ 輝北町上百引 ☎ 099-486-0562

細山田保育園わんぱく児童クラブ 串良町細山田 ☎ 0994-62-2026

正徳仲良しクラブ 串良町岡崎 ☎ 0994-63-2186

上小原児童クラブ 串良町上小原 ☎ 0994-63-4505
▲花岡児童育成クラブ

放課後
児童
クラブ

　
仕
事
な
ど
に
よ
り
昼
間
、
保

護
者
が
在
宅
し
て
い
な
い
小
学

生
を
対
象
に
、
授
業
が
終
了
し
て

か
ら
夕
方
ま
で
安
心
し
て
過
ご

せ
る
場
所
を
提
供
し
ま
す
。
指
導

員
が
遊
び
や
生
活
指
導
な
ど
を

行
い
ま
す
。

●
実
施
場
所

○
大
黒
保
育
園
（
下
高
隈
町
）

　

☎
０
９
９
４-

45-

３
０
７
８

○
愛
育
園
（
新
川
町
）

　

☎
０
９
９
４-

41-

０
８
２
０

●
対
象
児
童

　

原
則
と
し
て
、
認
可
保
育
所
に

入
所
し
て
い
る
児
童
で
、
保
護
者

が
日
曜
・
祝
日
に
冠
婚
葬
祭
や
仕

事
な
ど
の
た
め
保
育
が
で
き
な
い

場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

※�

私
的
理
由
に
よ
る
場
合
は
、
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。

※�

認
可
保
育
所
に
入
所
し
て
い
な

い
児
童
で
も
保
育
し
ま
す
。
た

だ
し
、
こ
の
場
合
は
、
勤
務
証

明
書
等
の
提
出
が
必
要
に
な
り

ま
す
。

●
利
用
方
法

　

事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
。
市

子
育
て
支
援
課
（
⑰
番
窓
口
）
又

は
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
で
登

録
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　

な
お
、
緊
急
の
利
用
は
、
原
則

と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。
利
用
す
る

と
き
は
、
利
用
日
の
一
週
間
前
ま

で
に
実
施
保
育
園
に
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

利
用
希
望
者
が
多
い
日
等
は
利

用
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

●
利
用
時
間

　

８
時
〜
17
時
（
原
則
）

●
利
用
料
金

○
１
日
当
た
り
（
昼
食
費
含
む
）

　

＝
１
，
０
０
０
円

○
１
時
間
当
た
り　

＝
２
０
０
円

○
昼
食
費
（
別
途
）
＝
２
０
０
円

休 日
保 育

　
日
曜
・
祝
日
に
、
冠
婚
葬
祭

や
仕
事
な
ど
の
た
め
家
庭
で
の

育
児
が
で
き
な
い
場
合
に
、
児

童
を
預
か
り
保
育
し
ま
す
。

▲愛育園
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ばら祭りバス運行情報

プリザーブドフラワー体験（ル・コパン）

バラの手作りプリザーブドフラワー（はな模様）

2013春

入園料無料日

　問 ローズリングかのや　☎0994-41-8718

　あなたも、「かのやばら祭り」にボランティアスタッフ
として参加してみませんか。
※�詳しくは、かのやばら祭り実行委員会までお問い合わ
せください。

ボランティアスタッフ募集

4月26日（金）
○対象者　すべての入園者

5月5日（日）子どもの日
○対象者　小・中・高生

百万本のばらに抱かれ、 癒される。

○一　　　般：　600円
○小・中・高生：　100円
◎年間パスポート
　一　　　般：1,800円
　小・中・高生：　300円

●垂水港 〜 かのやばら園間 臨時シャトルバス
ばら祭り期間中（4/27～6/2）の土・日・祝日のみ運行

垂水港

かのやばら園

    垂水港発      ▶ かのやばら園着
  9：40 　　▶　　 10：20
11：20 　　▶　　 12：00

 かのやばら園発 ▶         垂水港着  
13：40 　　▶　　 14：20
15：50 　　▶　　 16：30

●鹿屋バス停 〜 かのやばら園間 路線バス

鹿屋バス停

かのやばら園

   鹿屋バス停発 ▶ かのやばら園着
11：05　　▶　　11：20
14：00　　▶　　14：15

 かのやばら園発 ▶   鹿屋バス停着
12：00　　▶　　12：15
14：45　　▶　　15：00
17：00　　▶　　17：15

問 三州自動車㈱　☎0994-65-2258

　　ボランティア活動の基礎知識や、かのやばら園の情報
を習得するための研修会を行います。

ばら祭り期間中（4/27～6/2）の毎日運行

ボランティア研修会の開催

日　　時　４月21日（日） 10:00～12:00
場　　所　かのやばら園 多目的ホール・ばら園内
申込期限　４月20日（土）

～
～

～

Kanoya Rose Garden

かのやばら祭り
9：00～18：00 ※5/25・26は、21：30閉園

4/27［土］〜6/2［日］
『かのやばら園』は、恋人の聖地に認定されています。

バス運賃：大人 200円　小人 100円

バス運賃：大人 650円　小人 330円

ハートのばらの奥に
見えるローズチャペルが
ロマンチックでしょう♥

問い合わせ　かのやばら祭り実行委員会
　　　　　　  ☎0994-43-2111 （内線3086）

お部屋にバラの布飾り（パッチワーク）

入園料
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津軽三味線
13:00～13:30

ベリーダンスショー

ピッピバルーンショー

鹿児島うるまエイサー太鼓

12:30～13:00　

13:00～14:00

薩摩剣士隼人ゲーム大会

日本舞踊

①11:00～11:30　②14:00～14:30

14:00～15:00

その他のイベント

大隅
ゆるキャラ祭り

13:00～13:30

14:00～15:20
エレクトーンコンサート

河合伸志ローズセミナー

4／27 ㊏

昭和の日4／29 ㊊

5／3 ㊎ 憲法記念日

5／4 ㊏ みどりの日

15:00～15:30

5／5 ㊐ こどもの日

阿蘇猿まわし劇場小次郎・武蔵

11:30～13:00
レクダンス

①11:00～12:00　②14:00〜15:00
ウェディングショー（模擬挙式）

5／6 ㊊

5／12 ㊐

5／19 ㊐
①11:00～12:00　②14:30～15:30
笑音(えみおん)ライブ

5／25 ㊏

10:00～11:30
浅井愼平写真撮影会

13:00～14:00
フラダンス（ヒロ・パパリナ）

13:00～14:00
Spirit(スピリット)ライブ

第6回ばらいっぱいコンクール表彰式

6／2 ㊐
13:30～14:30

5／20 ㊊ ～ 26 ㊐
押し花展示・体験会

子ども自然クラフト祭り

4／27㊏・29 ㊊・5／3 ㊎～6 ㊊・
12 ㊐・19 ㊐・26 ㊐・6／2 ㊐

4／28 ㊐ ・ 29 ㊊
プリザーブドフラワー体験（ル・コパン）

パン先生の手作りおもちゃ

4／27 ㊏～29 ㊊・5／4 ㊏～6 ㊊・
11㊏・12 ㊐・18㊏ ・25㊏・26 ㊐・
6／1㊏・2㊐

5／ 1 ㊌～ 4 ㊏ 
母の日の花贈り Vol.６

5／ 5 ㊐・6 ㊊ 
バラの手作りプリザーブドフラワー（はな模様）

ミニバラの寄せ植え会
5／ 11 ㊏ 

4／27 ㊏〜5／12 ㊐
おおすみバザール

5／3 ㊎・12 ㊐
鹿屋農高産ばら苗の販売
5／5 ㊐
ワンコインネイルアート

①10:30～ ②13:00～ ③15:00～（各回30分）
4／28 ㊐

ひがちゅうジャグリングショー

14:30～15:10
英明（えいめい）ライブ

4／28 ㊐
2013アースデイかのや

かのやばら園ファンタジーナイト

5／25 ㊏

17:30～20:00
焚き火ライブ

19:30～20:10
英明ライブ
20:40～21:00
ミニ花火ショー
5／26 ㊐

20:00～20:30
桂竹丸お笑いショー

18:30～19:30
Spiritライブ

20:40～21:00
ミニ花火ショー

4／ 29 ㊊ 
Davidさんの
　ローズガーデニング講座

※イベント内容は、予告なく変更する場合（雨天時など）がありますので、ご了承ください。

11:00～16:00
ミュージックラバーニッコリフェス2013春

11:00～12:00
フラダンス（アロハティアレミエコオハナ）
14:00～14:40
鹿屋女子高校書道パフォーマンス

パフォーマンス
アーティスト  Ｋ＠ＩＴＯ

①11:00～11:30　②14:00～14:30

①10:00～ ②13:00～ ③15:00～（各回30分）
 ひがちゅうジャグリングショー

ピッピバルーンショー
①11:00～11:30　②14:00～14:30

5／11 ㊏
11：00～11：50
飛び出せラジオinかのやばら園

13：30～14：10
鹿屋エイサー太鼓

薩摩剣士隼人ショー
①11:30～12:00　②14:30～15:00

5／27 ㊊ ～ 6／2 ㊐
クレイアート展示

楽しい木工体験教室
5／ 18 ㊏ 

5／ 19 ㊐ 
ハンギングバスケット教室

4／27 ㊏ ・5／4 ㊏ ・ 11 ㊏・
18 ㊏・25 ㊏・6／1 ㊏
鹿屋中央高校スイーツSHOP

4／27 ㊏ ～ 6／2 ㊐
大隅はんどくらふと協会作品展示

展示・体験講座

5／12 ㊐・19 ㊐
新茶祭り
5／19 ㊐
鹿屋ＹＥＧバラーガー販売

4／27㊏～6／2㊐の土・日・祝日
ばらら３Ｄゲーム、キッズコーナー

11:00～15:00
アンデスの風 
①南米音楽演奏 ②国際協力活動の紹介

①11:00～11:30　②15:30～16:00

①11:00～11:30　②14:00～14:30

4／29 ㊊

健康増進センター利用促進ＰＲ
県民健康プラザ

イベント

花の苗無料配布※先着500名
11:00～

①10:00～10:45　②11:30～12:00
①バラ色ダンス教室
②バラ色ダンスパフォーマンス

4／27 ㊏ ～ 5／6 ㊊
青いバラSUNTORY
  「blue rose APPLAUSE」特別展示

お部屋にバラの布飾り（パッチワーク）
5／12 ㊐ 

鹿屋天梅会展示会
5／10 ㊎ ・ 11㊏

針仕事パッチワークキルト展示
5／13 ㊊ ～ 5／18 ㊏

振替休日
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ご家庭で環境対策に取り組んでみませんか
　市では、環境対策として、これまでの家庭用生ごみ処理機器設置費補助に新たに「竹

たけ

粉
こな

」を加えた事業と「緑
のカーテンコンテスト」を実施します。また、住宅用太陽光発電設置費補助も引き続き実施していますので、
ぜひご活用ください。　　　　　　　　　　  　　　　　　【問い合わせ】　市生活環境課　☎ 0994-31-1115

●応募資格　
　鹿屋市内に平成25年度に設置したゴーヤ・アサ
　ガオなどのつる性植物による緑のカーテン
●応募対象　
　住宅・事業所・学校等
●応募内容　
　設置状況の写真や工夫した点・涼しさの効果等　
　のＰＲなど

※応募作品の中から選考して、表彰　
　と副賞を授与します。
※応募期間及び詳細については、　　
　広報かのや６月号にて掲載しま
　す。
　涼しさ、立地条件などを考慮し、
　アイデアを生かした緑のカーテ
　ン作りに取り組んでみましょう。

２「緑のカーテン」コンテストを開催します
～「緑のカーテン」を作ってみませんか～

　緑のカーテンは直射日光を遮り、葉の蒸散作用により建物内の温度上昇を防ぎます。

　ぜひ、ご家族・職場で実践して、ご応募ください。

●補助額　１世帯につき購入額の２／３の補助
　　　　　※ただし、上限額は年間4,200円です。
●条　件　購入前に市生活環境課に事前登録が必要です。

１ 生ごみ処理機器（コンポスト容器）へ使用する
竹粉購入費を補助します

　竹粉を入れたコンポスト容器で生ごみを処理すると匂いが緩和されたり、分解が早くなるなどの効果
が見られます。
　コンポスト容器で竹粉を利用される人に、竹粉の購入額の一部補助を
しますので、ぜひご活用ください。

●補助額＝２万円／ｋｗｈ
※ただし、上限６万円
●条件＝�市内業者から購入し、設置

した設備であること
※�その他にも条件がありますので詳
しくは、ホームページをご覧にな
るかお問い合わせください。

３住宅用太陽光発電
設置費を補助しています

４家庭用生ごみ処理機設置費を
補助しています

電気式生ごみ処理機
●補助基数＝１世帯１基まで
●補 助 額＝購入額の２／３以内で上限額は30,000円
密封発酵容器
●補助基数＝１世帯２基まで
●補 助 額＝１基につき購入額の２／３以内で上限額は1,400円
コンポスト容器
●補助基数＝１世帯２基まで
●補 助 額＝１基につき購入額の２／３以内で上限額は2,800円
●条件
　市内にある店舗で購入し、購入日から90日以内であること
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◆鹿屋地区
日 時　間 会　場

６
月
11
日

（火）

　9:30 ～　 9:50 吉ヶ別府公民館
10:05 ～ 10:25 重田公民館
10:45 ～ 11:00 柏木多目的集会施設

11:20 ～ 11:50 高隈地区交流促進センター
13:10 ～ 13:30 谷田集会施設
13:45 ～ 14:25 旧農協大黒出張所
14:40 ～ 15:00 黒坂公民館

６
月
12
日

（水）

　9:30 ～ 10:00 上祓川町集落センター
10:10 ～ 10:35 祓川町集落センター
10:45 ～ 11:15 西祓川町集落センター
11:25 ～ 11:50 下祓川町集落センター
13:10 ～ 13:30 大須自治公民館
13:40 ～ 14:15 大浦町公民館
14:25 ～ 15:00 郷之原自治公民館

６
月
13
日

（木）

　9:30 ～　  9:50 白水町公民館
10:10 ～ 10:30 小薄公民館
10:50 ～ 11:10 花里公民館
11:30 ～ 11:50 根木原公民館
13:10 ～ 13:40 鶴羽公民館
13:50 ～ 14:20 海道町公民館
14:30 ～ 15:00 古里公民館

◆串良地区
日 時　間 会　場

５
月
15
日

（水）

　9:30 ～ 10:00 細山田分館
10:05 ～ 10:20 東新町公民館
10:30 ～ 10:45 立小野公民館
10:55 ～ 11:05 生栗須公民館
11:15 ～ 11:25 平瀬活動センター
11:35 ～ 11:50 下中公民館
13:15 ～ 13:35 上辰喰公民館
13:50 ～ 14:10 昭栄公民館
14:20 ～ 14:40 花鎌公民館
14:50 ～ 15:10 新中堀公民館
15:20 ～ 15:30 馬掛公民館

５
月
16
日

（木）

　9:30 ～　9:40 共栄公民館
　9:50 ～ 10:10 中山公民館
10:20 ～ 11:05 十三塚公民館
11:20 ～ 11:50 富ヶ尾公民館
13:15 ～ 13:35 新堀公民館
13:55 ～ 14:25 山下公民館
14:35 ～ 14:55 中郷公民館
15:05 ～ 15:30 大塚原公民館

５
月
17
日

（金）

　9:30 ～ 10:05 串良総合支所
10:15 ～ 10:40 岡崎西公民館
10:50 ～ 11:10 岡崎上公民館
11:20 ～ 11:50 緑ヶ丘公民館
13:15 ～ 13:35 白寒水公民館
13:45 ～ 14:15 下小原公民館
14:25 ～ 14:55 下方限公民館
15:05 ～ 15:30 柳谷公民館

◆輝北地区

日 時　間 会　場

５
月
20
日

（月）

　9:00 ～　9:50 赤野公民館
10:05 ～ 10:30 鶴峰中地区ふれあいセンター
10:45 ～ 11:10 東大牟礼墓地広場
11:25 ～ 11:50 中央西地区ふれあいセンター
13:15 ～ 13:40 鶴峰西地区ふれあいセンター

13:55 ～ 14:20 苫野町内会ごみステーション前
14:30 ～ 14:45 門前公民館
15:05 ～ 15:35 吾平振興会館

５
月
21
日

（火）

　9:30 ～　9:55 持田公民館
10:05 ～ 10:20 寺ヶ迫公民館
10:30 ～ 10:45 寒水公民館
10:55 ～ 11:15 中央麓地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 鉄道記念館
13:15 ～ 13:35 原口公民館
13:45 ～ 14:15 下名東地区ふれあいセンター
14:25 ～ 14:35 川北公民館
14:45 ～ 15:00 下名西地区ふれあいセンター
15:10 ～ 15:40 鶯町内会ごみステーション前

５
月
22
日

（水）

　9:30 ～　9:45 神野地区ふれあいセンター
　9:55 ～ 10:10 荷掛公民館
10:20 ～ 10:40 黒羽子公民館
10:50 ～ 11:15 鶴峰東地区ふれあいセンター
11:25 ～ 11:50 吾平振興会館

◆吾平地区

日 時　間 会　場

６
月
14
日

（金）

　9:30 ～ 10:05 横山集落センター
10:15 ～ 10:45 大姶良出張所
10:55 ～ 11:20 大姶良西ふれあい公民館
11:30 ～ 11:50 大姶良東集落センター
13:10 ～ 13:40 獅子目中央公民館
13:55 ～ 14:25 旧南公民館跡
14:35 ～ 15:00 池園町公民館

６
月
17
日

（月）

　9:30 ～　  9:55 岡泉公民館
10:05 ～ 10:35 浜田海水浴場駐車場
10:45 ～ 11:20 高須地区学習センター
11:30 ～ 11:50 天神構造改善センター
13:10 ～ 13:30 船間公民館
13:45 ～ 14:10 古江下集会所
14:25 ～ 15:00 今坂町公民館

６
月
18
日

（火）

　9:30 ～　 9:50 新栄町自治公民館
10:05 ～ 10:30 新生町公民館
10:45 ～ 11:05 西原３丁目公民館
11:20 ～ 11:50 西原４丁目公民館
13:10 ～ 14:00 上野町公民館
14:15 ～ 14:30 小野原公民館
14:45 ～ 15:00 野元公民館

日 時　間 会　場

５
月
28
日

（火）

　9:30 ～　9:40 歌丸公民館
　9:50 ～ 10:00 白別府公民館
10:10 ～ 10:20 諏訪研修センター
10:30 ～ 10:45 福祉センター
10:55 ～ 11:05 和泉ヶ野公民館
11:15 ～ 11:35 輝北総合支所
11:40 ～ 11:50 愛宕公民館
13:15 ～ 13:25 下沢津公民館
13:35 ～ 13:45 上沢津公民館
13:55 ～ 14:10 久木野々公民館
14:20 ～ 14:30 辰喰公民館
14:35 ～ 14:45 上方公民館
14:55 ～ 15:10 市成校区公民館
15:20 ～ 15:30 宮園公民館

５
月
29
日

（水）

　9:30 ～　9:40 仏山公民館
　9:45 ～　9:55 朝倉公民館
10:00 ～ 10:10 八重山公民館
10:20 ～ 10:30 柏木公民館
10:35 ～ 10:50 日新公民館
11:00 ～ 11:10 谷田公民館
11:20 ～ 11:30 浮牟田公民館
11:40 ～ 11:55 高尾校区公民館
13:15 ～ 13:35 百引校区公民館
13:45 ～ 13:55 堂平公民館
14:05 ～ 14:15 坂宮公民館
14:20 ～ 14:30 影吉公民館
14:40 ～ 14:50 三原公民館
15:00 ～ 15:10 竹下公民館
15:20 ～ 15:30 平房活性化センター

６
月
19
日

（水）

　9:30 ～ 10:00 保健相談センター
10:10 ～ 10:40 上谷公民館
10:50 ～ 11:10 西原 1丁目スミレ公園
11:20 ～ 11:50 西原 2丁目西公民館
13:10 ～ 13:40 尾之上団地入り口
13:55 ～ 14:15 打馬公民館
14:25 ～ 15:00 王子町公民館

 

６
月
20
日

（木）

　9:30 ～ 10:05 野里町集落センター
10:15 ～ 10:45 下堀町公民館
11:00 ～ 11:15 星塚敬愛園車庫前
11:25 ～ 11:50 萩塚町集落センター
13:10 ～ 13:30 飯隈公民館
13:40 ～ 14:05 永野田公民館
14:15 ～ 15:00 川西公民館

６
月
21
日

（金）

　9:30 ～　 9:55 名貫町集落センター
10:05 ～ 10:35 田崎地区学習センター
10:45 ～ 11:25 上田崎コミュニティーセンター
11:35 ～ 11:50 田崎公民館
13:10 ～ 13:45 新川公民館
14:00 ～ 14:25 川東公民館
14:40 ～ 15:00 光同寺公民館

６
月
24
日

（月）

　9:30 ～ 10:00 白崎町公民館
10:10 ～ 10:45 寿５丁目公民館
10:55 ～ 11:15 寿７丁目公民館
11:25 ～ 11:50 寿８丁目公民館
13:10 ～ 14:00 笠之原町公民館
14:10 ～ 14:30 寿４丁目公民館
14:40 ～ 15:00 寿３丁目公民館

６
月
25
日

（火）

　9:30 ～　 9:55 札元１丁目公民館
10:05 ～ 10:35 札元２丁目公民館
10:45 ～ 11:10 旭原公民館
11:20 ～ 11:50 東原研修館
13:10 ～ 13:30 寿２丁目公民館
13:40 ～ 14:05 緑山公民館
14:15 ～ 14:30 曽田町公民館
14:40 ～ 15:00 社会福祉協議会分室

愛犬の登録と狂犬病予防注射を実施
　市では、「犬の登録」と「狂犬病予防注射」を下表の日程で行います。生後 91 日以
上の犬を飼っている人は、都合の良い会場で受けさせてください。
※市が委託している動物病院でも「犬の登録」と「狂犬病予防注射」を実施しています。
※住所や飼い主の変更又は犬が死亡した場合も届出が必要です。	
●持参するもの
　○初めて登録する犬　　6,000 円（犬の登録料、予防注射料）
　○登録が済んでいる犬　　通知書、3,000 円（予防注射料）
　※通知書は、登録が済んでいる犬の飼主のみ送付しています。

【問い合わせ】市生活環境課　☎ 0994-31-1115

登録及び狂犬病予防注射日程
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６
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※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

What's Happening in Kanoya

ミッキー＆ミニーに
ばらの花束をプレゼント

　３月28日、東京ディズニーリ
ゾートのミッキーマウスとミニー
マウスが、鹿児島県庁の丹下副知
事を表敬訪問しました。
　今年は、東京ディズニーリゾー
ト誕生から30周年を迎えるため、
皆さんに感謝の意を伝えようと全
国各地を訪問しているそうです。
　かのやばら園のバラの花束がプ
レゼントされ、ミッキー＆ミニー
はとても喜んでいました。

第４代ローズ
クィーンが決まる!!

　３月25日、鹿屋商工会議所で
「ローズクィーンかのや選考会」
が開催されました。
　第４代ローズクィーンに選ば
れたのは、立石歩美さん、立元桂
さん、西尾有加さんの３人。代表
クィーンの立石さんは「かのやば
ら園をはじめ、鹿屋市の魅力を広
くＰＲしていきたい」と抱負を話
してくれました。任期は平成27年
３月までの２年間となります。

【第４代ローズクィーン】
　左　　西尾　有加さん　
　中央　立石　歩美さん（代表）
　右　　立元　桂　さん

　３月３日、輝北町平房の石牟礼
神社で春の例祭が開催され、五穀
豊穣を祈願する棒踊りが奉納され
ました。
　当日は、上平房・中平房・下平
房の各町内会がそれぞれ特徴の異
なる棒踊りを奉納。踊り手は、白
いはちまきや赤や黄色の色鮮やか
なたすきを身につけ、威勢のよい
掛け声を上げながら勇壮に棒踊り
を披露していました。

石牟礼神社で
棒踊りを奉納

輝北 鹿屋
薩摩の伝統民芸品
金助まりを展示

　３月１日から３日までの３日
間、市中央公民館で伊﨑田美智子
さんが製作した「金助まり」の展
示会が行われました。
　金助まりとは、松竹梅・唐獅子
牡丹などが刺繍された豪華絢爛な
まりで、ひな祭りに飾る鹿児島な
らではの伝統民芸品。
　期間中は、色鮮やかな金助まり
19点が展示され、約1,000人の来
場客で賑わいました。

　３月23日、串良町細山田の川原
園井堰で、早期水稲の始まりを告
げる「柴の掛け替え」が行われま
した。
　これは、川を柴でふさぎ、水稲
づくりに欠かせない水を用水路に
引き込むための作業で、350年以
上前から続いているもの。当日
は、関係者約20人が川幅約45mの
串良川に、柴の束約150束を立て
掛け柴堰を完成させました。

今年も柴堰が完成串良
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※　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

What's Happening in Kanoya

広域図書館利用システム
運用開始

　３月29日、市立図書館で大隅地
域図書館ネットワーク利用者サー
ビス開始式が行われました。これ
により新しくなった図書利用カー
ドで、市立図書館だけでなく、大
崎町・南大隅町・肝付町の図書が
借りられるようになりました。利
用者代表で出席した下伊倉瑞

みず

姫
き

さ
ん（鹿屋小・６年）は「多くの本
を借りることができるようになり
嬉しい」と話してくれました。

　３月３日、吾平町商店街で「第１
回美里吾平元気市」が開催されま
した。この元気市は、地域活性化と
地域の交流を目的に初開催。
　当日は、無料でぜんざいなどが
振舞われたほか、各店舗では目玉
商品等の販売が行われ、多くの人
で賑わいました。
　また、被災地支援コーナーも設
けられ、大船渡市産のホタテやわ
かめなどの販売も行われました。

美里吾平元気市
初開催!!吾平鹿屋

空店舗の
シャッターが開く

　３月９日・10日、北田商店街を
中心に「鹿屋バラ色商店街フェス
ティバル2013」が開催されまし
た。商店街の空店舗のシャッター
を開け、かつての賑わいを取り戻
そうとデザインマーケットを主体
とするお店やブースなど58店舗が
軒を並べたほか、商店街スタンプ
ラリー、昔の北田町周辺の写真展
なども行われ、商店街が家族連れ
など多くの人であふれました。

　３月26日、霧島ヶ丘公園オリンピックロードに、
アテネ・北京に続く「ロンドンオリンピック出場記念
モニュメント」が完成しました。
　これは、ロンドンオリンピックに鹿屋体育大学から
出場した前田佳代乃選手、卒業生の萩原麻由子選手、
高桑健選手の功績をたたえるために製作したもので、
３選手の名前と手形が入っています。
　除幕式に出席した前田佳代乃選手は「ロンドンオリ
ンピックは出るだけで終わってしまったので、次はメ
ダルに挑戦していくとともに、また、ここに名前が刻
めるように努力します」と抱負を話しました。

オリンピックロードに新たな歴史を刻む

　3月16日、鹿屋体育大学陸上競技場で鹿屋市陸上教
室が開催され、市内の小・中・高生など約60人が参
加しました。
　指導にあたったのは、アテネオリンピック400ｍリ
レーのメンバーで城西大学陸上競技部監督の土江寛裕
先生。教室では、短距離走を早く走るためのコツとし
て、正しい足の運び方や動かす筋肉の意識の仕方、バ
ネの使い方など専門的な技術指導が行われました。
　参加した子どもたちは、先生の指導に真剣に耳を傾
けるとともに、元オリンピック選手のレベルの高い、
切れのある走りを間近に見て感動していました。

元オリンピック選手の土江寛裕先生に
よる鹿屋市陸上教室を開催
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地区名 性別 頭数（頭） 平均価格（円） 最高価格（円） 最低価格（円） 平均体重（kg）

鹿屋地区
めす 146 399,815 814,000 249,000 261
去勢 142 484,676 718,000 292,000 298

吾平地区
めす 44 410,023 547,000 338,000 271
去勢 43 475,047 566,000 350,000 296

串良地区
めす 190 409,032 799,000 263,000 261
去勢 223 486,211 　733,000 243,000 292

輝北地区
めす 74 418,797 803,000 326,000 273
去勢 90 503,811 707,000 401,000 304

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●３●月

情 報 掲 示 板

Information

情 報 掲 示 板

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

2013　4月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

2013　5月

●職員採用試験内容
実施月 職種

（区分）
採用
人数 一次試験内容 受験資格

7 月

一般事務
（区分Ａ）

8 人
程度

○教養試験（大卒程度択一式）
○作文試験（600 字程度）
○行政専門試験（大卒程度択一式）
○適性検査

○昭和 59 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれた者
　（平成 26 年 4 月 1 日現在で 22 歳～ 29 歳の者）
※�障害者は、昭和 57 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに

生まれた者で、下記の要件に該当する者（平成 26 年 4 月 1
日現在で 22 歳～ 31 歳の者）

建築技師
（区分Ｂ）若干名 ○作文試験（600 字程度）

○適性検査

○昭和 53 年 4 月 2 日から平成 4 年 4 月 1 日までに生まれた者
　（平成 26 年 4 月 1 日現在で 22 歳～ 35 歳の者）
※�障害者も同様
○建築主事又は 1 級建築士の資格を有する者

9 月 一般事務
（区分Ｃ）若干名

○教養試験（高卒程度択一式）
○作文試験（600 字程度）
○適性検査

○平成 4 年 4 月 2 日から平成 8 年 4 月 1 日までに生まれた者
　（平成 26 年 4 月 1 日現在で 18 歳～ 21 歳の者）
※�障害者も同様

問市総務課（３階）　☎ 0994-31-1127

※平成 25年度職員採用試験は、７月と９月の２回に分けて実施します。
※受験申込方法等については、今後、「市ホームページ」及び「広報かのや」等でお知らせします。
※受験申込は、一人につき一職種です。複数申込はできません。

あなたの能
チカラ

力を
「元気な” かのや” づくり」に
活かしてみませんか !!

鹿屋市職員を募集

ア　身体障害者福祉法第 15条に定める身体障害者手帳（1～ 6級）の交付を受けている者
イ　自力による通勤が可能で、かつ、介助者なしに職務の遂行が可能な者

障害者の
要　　件

KANOYA  CITY
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国
民
健
康
保
険
・
後
期
高

齢
者
医
療
人
間
ド
ッ
ク
の

受
診
者
を
募
集

国
民
健
康
保
険

●
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

①
受
診
日
現
在
、
30
歳
以
上
74
歳

以
下
の
国
民
健
康
保
険
の
被

保
険
者

②
平
成
24
年
度
分
の
国
民
健
康
保

険
税
を
完
納
し
て
い
る
世
帯

の
人

●
助
成
額

　

一
般
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

＝
１
５
，
０
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク
＝
１
８
，
０
０
０
円

　

が
ん
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

＝
５
０
，
０
０
０
円

●
定
員

　

一
般
ド
ッ
ク	

＝
３
５
０
人

　

脳
ド
ッ
ク	

＝
95
人

　

が
ん
ド
ッ
ク	

＝
40
人

後
期
高
齢
者
医
療

●
対
象
者
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

を
満
た
す
人

①
受
診
日
現
在
、
後
期
高
齢
者
医

療
の
被
保
険
者

②
平
成
24
年
度
分
の
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
を
完
納
し
て
い

る
人

●
助
成
額

　

一
般
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

＝
１
５
，
０
０
０
円

　

脳
ド
ッ
ク
＝
１
８
，
０
０
０
円

　

が
ん
ド
ッ
ク

　
　
　
　
　

＝
５
０
，
０
０
０
円

●
定
員

　

一
般
ド
ッ
ク	

＝
75
人

　

脳
ド
ッ
ク	

＝
35
人

　

が
ん
ド
ッ
ク	

＝
10
人

【
共
通
事
項
】

●
実
施
期
間
＝
７
月
１
日
（
月
）

～
平
成
26
年
３
月
31
日
（
月
）

●
応
募
方
法
＝
健
康
保
険
被
保
険

者
証
及
び
印
鑑
を
持
参
し
て
、

応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
間
＝
５
月
７
日
（
火
）

～
31
日
（
金
）

※
一
般
ド
ッ
ク
、
脳
ド
ッ
ク
、
が

ん
ド
ッ
ク
の
い
ず
れ
か
一
つ

の
応
募
と
な
り
ま
す
。

※
応
募
者
数
が
定
員
を
超
え
た
場

合
、
昨
年
度
の
未
受
診
者
を
優

先
し
、
残
り
の
定
員
に
つ
い
て

は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

問
市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑤
・
⑥
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

　

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　市では、ＮＰＯ、ボランティア団体、地域自治組織等の市民活動団体が、自ら企画・実施するまちづくり
事業を募集し、その経費の一部を補助し支援を行います。

問市民活動推進課（5 階）　〒 893-8501　鹿屋市共栄町 20-1　☎ 0994-31-1147

※詳しくは、市ホームページや市民活動推進課に置いてある募集要項をご覧になるか、お問い合わせください。

平成
25年度 鹿屋市市民活動支援事業の企画案を募集

事業名 内　　容

対象となる
事業

補助対象事業は、地域社会の課題の解決につながる事業です。
（１）鹿屋市内で実施され、活動の主な効果が鹿屋市内で生じるもの。
（２）新たな活動又はこれまでの活動を拡充する活動で、かつ、自主的・主体的に取り組む市民活動事業
※ ただし、次の事業は補助対象となりません。

（１）調査や学術研究を目的とする事業
（２）団体の活動拠点となる施設等の建設及び整備を目的とする事業
（３）国・県又は市の他の制度による委託又は補助・助成を受けている、又は受ける見込みのあるもの。

応募できる
団体

次のすべての要件に該当する団体
（１） 鹿屋市内に活動拠点を持っており、市内を中心に活動している市民活動団体であること。
（２） ５人以上の会員で組織し、活動を継続できる体制をもっていること。
（３） 団体の運営に関する規約（又は会則等）があること。
（４） 政治活動、宗教活動を目的とした団体でないこと。
（５） 団体が法人の場合は市税の滞納がないこと。
（６） その他公共の福祉に反する活動をしていないこと。

補助金の額 補助対象経費の４/ ５以内の額（50 万円を上限）。採択回数によって補助率は異なります。

実施期間 補助金の交付決定日（６月下旬頃）～平成 26 年３月 14 日（金）

募集期間 ４月 15 日（月）～５月 10 日（金）

応募方法
応募用紙に必要事項を記入のうえ、直接持参又は送付してください。
※ 応募用紙は、市民活動推進課及び各総合支所市民生活課窓口に置いてあるほか、市のホームページからも

ダウンロードできます。

募
集
・
申
請

情 報 掲 示 板

18APRIL.2013



「
全
国
戦
没
者
追
悼
式
」
の

参
列
遺
族
を
募
集

●
日
時
＝
８
月
15
日
（
木
）

●
場
所
＝
日
本
武
道
館
（
東
京
）

●
参
列
遺
族
の
範
囲
＝
配
偶
者
、

子
、
父
母
、
兄
弟
姉
妹
（
戦
没

者
の
三
親
等
以
内
の
遺
族
）

●
応
募
期
間
＝
５
月
１
日
（
水
）

～
31
日
（
金
）

※
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
福
祉
政
策
課　

　
（
１
階
⑲
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
３

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
し
ま
し
ょ
う　

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域
活
動
を
行
う

５
人
以
上
で
の
社
会
教
育
関
係
団

体
が
加
入
で
き
る
保
険
で
す
。

　

現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
て
い
る
団
体
は
、
更
新
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
引
き

続
き
加
入
す
る
場
合
は
、
送
付
し

た
用
紙
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
新
規
で
加
入
を
希
望
す

る
団
体
は
、
申
込
用
紙
が
市
民
ス

ポ
ー
ツ
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま

す
。

●
保
険
期
限
＝
平
成
26
年
３
月
31

日
（
月
）

※
中
途
加
入
を
随
時
受
け
付
け
ま

す
が
、
掛
金
振
込
日
の
翌
日
か

ら
有
効
と
な
り
ま
す
。

問
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
鹿
児
島
県

支
部

　

☎
０
９
９ｰ

８
１
３ｰ

１
１
０
８

Information

お
知
ら
せ

　本市を取り巻く社会経済環境は、少子高齢化や過疎化の進行、景気低迷の影響により、依然として厳し
い状況が続いています。また、今後においても、社会保障費の伸びや老朽化した公共施設の維持管理経費
の増額が見込まれているなど、市の財政に大きな負担となることが課題となっています。
　このため、市では、健全で強固な財政基盤を構築し、市民サービスを安定的に提供していくため、引き
続き市民目線に立った行財政改革を積極的に推進しています。

平成 24 年度の鹿屋市行政経営改革の取組

　平成 24年度においては、
　①職員の定数や人件費の削減
　② 55歳を超える職員昇給抑制
　③管理職手当等、各種手当の見直し
　④特別職の給料の削減
　⑤鹿屋市外部仕分けの結果を参考とした
　　事務事業の見直し
　⑥指定管理者制度の活用による施設管理
　　コストの縮減
などに取り組み、平成 25年度の当初予算に反映し、
約１億 6,900 万円の削減効果を生み出しました。
　これからも、ますます多様化する市民ニーズを的
確に把握し、限られた財源を有効に活用しながら、
活力ある “元気なかのや” づくりを実現するため、
スリムで効果的な市役所の実現に向けた取り組みを
進めていきます。

平成25年度の予算編成効果額
　▲1億6,965万1千円

項　目 効果額

鹿屋市職員定数の削減数 △７人

職員人件費の削減 △ 42,042 千円

55 歳を超える職員昇給抑制 △ 1,800 千円

管理職手当の見直し △ 3,473 千円

特殊勤務手当の見直し △ 370 千円

市長、副市長、教育長の
給料の削減 △ 5,197 千円

事務事業の見直しによる効果 △ 111,222 千円

指定管理者制度導入施設に伴
う効果 △ 5,547 千円

団体 対象 年間掛金
（1人当たり）

中学生
以下

団体活動全般 800 円
団体活動全般（個人での活動を含む） 1,450 円

高校生
以上

高校生以上
文化・ボランティア ･ 地域活動 800 円
スポーツ活動の指導・審判 1,850 円
子どものスポーツ活動の指導・審判 1,300 円

65歳以上 スポーツ活動 1,000 円
全年齢 危険度の高いスポーツ活動 11,000 円

問市行財政改革推進課（5 階）　
　☎ 0994-31-1153
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　法務局と鹿屋人権擁護委員協議会では、毎年「特設人権相談所」を開設しており、平成 25年度は、次の
とおり予定しています。家庭内の問題、財産、相続、多重債務、差別、いじめなどの問題でお困りの人は、
お気軽にご相談ください。相談は無料で秘密は固く守られます。

問鹿児島地方法務局鹿屋支局　☎ 0994-43-6790

開  設  日 施  設  名
６月  3  日（月） 市中央公民館

６月  4  日（火）
吾平振興会館
輝北総合福祉センター
串良ふれあいセンター

８月９ 日（金）
吾平振興会館
串良ふれあいセンター

８月 12 日（月） 市中央公民館
９月 11 日（水） 輝北総合福祉センター
10 月 10 日（木） 市中央公民館
10 月 11 日（金） 吾平振興会館
12 月  4  日（水） 市中央公民館

12 月 6  日（金）
吾平振興会館
輝北総合福祉センター
串良ふれあいセンター

 １月 17 日（金） 星塚敬愛園
２月 10 日（月） 市中央公民館
２月 12 日（水） 輝北総合福祉センター

●日程　※ 開設時間＝ 10時～ 15時

委  員  名 住  所 電  話  番  号

西馬場　孝 寿７丁目 ☎ 0994-43-1829

福田　芳子 寿４丁目 ☎ 0994-43-2587

深水　悦子 飯隈町 ☎ 0994-49-3058

藤﨑　尚満 西原２丁目 ☎ 0994-43-1965

柿元　洋子 新生町 ☎ 0994-43-2018

西薗　美恵子 古里町 ☎ 0994-46-5477

渡邉　正人 下高隈町 ☎ 0994-45-3222

黒羽子　菊哉 吾平町上名 ☎ 0994-58-6398

本村　ヤス子 串良町上小原 ☎ 0994-63-4922

鮫島　新一 串良町細山田 ☎ 0994-62-2820

柿本　和範 串良町有里 ☎ 0994-63-4636

重田　嘉康 輝北町市成 ☎ 099-485-1512

●人権擁護委員　　　　　平成 25年 4月１日現在

なお、法務局では、月曜日から金曜日まで祝日を除く毎日、相談所を開設しています。
詳しくは、お問い合わせください。

「特設人権相談所」開設のお知らせ「特設人権相談所」開設のお知らせ

情 報 掲 示 板

「
児
童
虐
待
」
に
気
付
い
た

ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

し
つ
け
と
称
し
て
繰
り
返
さ
れ

る
虐
待
で
、
幼
い
命
が
奪
わ
れ
る

痛
ま
し
い
事
件
が
後
を
絶
ち
ま
せ

ん
。
ま
た
、
児
童
虐
待
の
相
談
や

育
児
不
安
に
よ
る
子
育
て
相
談
も

増
加
し
て
い
ま
す
。

　
「
虐
待
で
は
」
と
感
じ
た
と
き

は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
仮
に
虐

待
の
事
実
が
無
く
て
も
相
談
者
の

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

問
市
子
育
て
支
援
課

　
（
１
階
⑱
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
４

ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
等
３
種
の

予
防
接
種
の
定
期
予
防
接

種
化
に
つ
い
て

　

４
月
か
ら
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
・

小
児
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
・
子

宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の
予
防

接
種
が
定
期
予
防
接
種
に
加
わ
り

ま
し
た
。

　

接
種
対
象
者
は
、
引
き
続
き
全

額
公
費
負
担
（
無
料
）
で
接
種
で

き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
市
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
９
４ｰ

41ｰ

２
１
１
０　

建
設
工
事
の
成
績
評
定
結

果
の
通
知
に
つ
い
て

　

市
発
注
の
建
設
工
事
に
つ
い

て
、
受
注
者
に
対
し
工
事
成
績
評

定
結
果
の
通
知
を
開
始
し
ま
す
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
工
事
は
、

４
月
以
降
の
検
査
分
か
ら
で
、
予

定
価
格
１
３
０
万
円
以
上
の
工
事

（
建
築
関
連
工
事
及
び
側
溝
清
掃

や
除
草
等
の
維
持
管
理
工
事
を
除

く
）
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
財
政
課
契
約
審
査
室（
７
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ
43ｰ
２
１
１
１

　

内
線
３
７
０
５

輝
北
・
春
の
ハ
イ
キ
ン
グ

●
期
日
＝
４
月
29
日
（
月
）

●
場
所
＝
輝
北
う
わ
ば
公
園

●
日
程

○
受
付
＝
９
時
30
分
～
10
時

○
ス
タ
ー
ト
＝
10
時

●
コ
ー
ス
＝
４
㎞
、
８
㎞

●
応
募
方
法
＝
当
日
、
参
加
料

３
０
０
円
を
持
参
し
て
受
付
ま

で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
終
了
後
、
参
加
者
全
員
に
認
定

催　

し
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Information

証
を
交
付
し
、
ま
た
景
品
が
当

た
る
抽
選
会
を
実
施
し
ま
す
。

問
ま
ち
づ
く
り
輝
北

　

☎
０
９
９ｰ
４
８
５ｰ

１
９
０
０

図
書
館
ま
つ
り

●
日
時
＝
５
月
12
日
（
日
）

　

10
時
～
15
時

●
場
所
＝
市
立
図
書
館

●
内
容
＝
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク
ル

（
本
の
無
償
提
供
）、
高
校
生
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
（
ヒ
メ
と
ヒ

コ
）、
野
点
、
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
、

お
は
な
し
会
、
書
で
遊
ぼ
う
、

勾
玉
作
り
、
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

教
室
、
発
電
体
験
＆
エ
コ
工
作

●
入
場
料
＝
無
料

問
市
立
図
書
館

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

９
３
８
０

リ
ナ
シ
ア
タ
ー映

画
情
報

市立図書館	 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室	 ☎ 0994-58-6036
輝北総合支所図書室	 ☎ 099-486-1111
串良公民館図書室	 ☎ 0994-63-2623

 新刊図書の案内
Library　Information

図書館情報

市
立
図
書
館

素
材
別 

毎
日
の
お
か
ず
大
全

集

オ
レ
ン
ジ
ペ
ー
ジ
編

未
来
ち
ゃ
ん

川
島
小
鳥
著

不
幸
は
人
生
の
財
産曽野

綾
子
著

宝
く
じ
が
当
た
っ
た
ら

安
藤
祐
介
著

夢
を
売
る
男

百
田
尚
樹
著

包
囲

ヘ
レ
ン
・
ダ
ン
モ
ア
著

か
あ
さ
ん
は 

ど
こ
？

ク
ロ
ー
ド
・
Ｋ
・
デ
ュ
ボ
ワ
作

ふ
か
い
あ
な

キ
ャ
ン
デ
ス
・
フ
レ
ミ
ン
グ
作

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

き
い
ろ
い
ゾ
ウ

西
加
奈
子
著

稲
作
革
命
Ｓ
Ｒ
Ｉ

Ｊ

−

Ｓ
Ｒ
Ｉ
研
究
会
編

精
霊
の
守
り
人上

橋
菜
穂
子
著

中
高
年
、
鼻
で
確
か
め
る
消

費
期
限

綾
小
路
き
み
ま
ろ
著

も
っ
た
い
な
い
ば
あ
さ
ん 

ま

ほ
う
の
く
に
へ真

珠
ま
り
こ
作

宇
宙
の
迷
路

香
川
元
太
郎
作

パ
ン
や
の
ろ
く
ち
ゃ
ん 

で
ん

し
ゃ
に
の
っ
て長

谷
川
義
史
作

串
良
公
民
館
図
書
室

ソ
ロ
モ
ン
の
偽
証　

第
Ⅲ
部

宮
部
み
ゆ
き
著

ハ
ピ
ネ
ス

桐
野
夏
生
著

ほ
し
☆
み
つ
き
の
キ
ラ
キ
ラ

あ
み
ぐ
る
みほ

し
☆
み
つ
き
著

海
の
一
流
料
理
人

　
　

サ
ン
ジ
の
満
腹
ご
は
ん

Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｊ
Ｉ
著

物
語
の
迷
路

香
川
元
太
郎
作

ト
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
た
か
ら
さ

が
し

北
岡
明
佳
監

黒
魔
女
さ
ん
の
ひ
な
ま
つ
り

石
崎
洋
司
作

　　　　　　　生きる悪知恵 
　　　　　　 西原 理恵子 著　文藝春秋
　人気漫画家の西原理恵子さんが、波瀾
万丈な人生経験をもとに、恋愛、就活、
家族関係、金銭トラブルなどあらゆる悩
みに答えます。

55 歳からのハローライフ
村上 龍 著　幻冬舎
　ごく普通の人々に起こるごく普通な出
来事を、リアルな筆致で描き出した村上
龍の新境地。さまざまな彩りに充ちた「再
出発」の物語。連作長編。

自然史ミュージアムのサバイバル１
　　　ゴムドリ co. 作　朝日新聞出版
　実物大の恐竜を見学中、恐竜が生き返っ
てしまった。主人公は無事に脱出できる
のか。古生代の生物や地球の誕生などの
解説を交え、楽しみながら知識もつく。

さんせーい !
宮西 達也 作　フレーベル館
　５匹の仲良しおおかみが、お昼ごはん
の相談をしていました。ところがみんな
食べたいものはばらばらで…。そこにお
いしそうなこぶたが…。

輝北総合支所図書室からのおすすめ

　

映
画
「
ド
ラ
え
も
ん

　

の
び
太
の
ひ
み
つ
道
具
博
物
館
」

　

　世代を超え愛され続
け、本作で 33 作目を数
える「映画ドラえもん」。 
今作は、今まで語られ
なかった “ドラえもん
のひみつ道具の謎” が
明らかになります。

●�

上
映
期
間
＝
４
月
27
日
（
土
）

〜
５
月
24
日
（
金
）

●
上
映
時
間
（
１
０
４
分
）

　

①
10
時
～　

②
13
時
～　

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜　

●
鑑
賞
料

　
一
般　
　
　

＝
１
，
８
０
０
円

　
高
・
大
学
生
＝
１
，
５
０
０
円 

　
中
学
生
以
下
＝
１
，
０
０
０
円

　
60
歳
以
上
　
＝
１
，
０
０
０
円

※�

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

問
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１
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情 報 掲 示 板

４月・５月の休日救急当番医

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

…内科　　…小児科　 …外科

※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。

　原則として、投薬期間は通常 1日分とします。

…内科　　 …小児科　　 …外科

月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

4 月 14 日
 みやぞのクリニック 田崎町 40-4600

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 大隅鹿屋病院 新川町 40-1111

21 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
 小林クリニック 上谷町 41-0700

28 日
 福田病院 寿 3丁目 43-4191

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 村上整形外科医院 今坂町 41-2511

29 日
 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510

　 児玉上前共立病院 寿 5丁目 43-2510
  かのや東病院 笠之原町 42-3111

5 月   3 日
 末次内科循環器科 新生町 43-2331

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

4 日
 鹿屋ハートセンター 札元 2丁目 41-8100

　 やのファミリークリニック 寿 4丁目 43-6248
 小倉記念病院 寿 8丁目 44-7171

5 日
 中塩医院 西原 1丁目 43-2489

　 おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 西原外科クリニック 西原 1丁目 43-4195

6 日
 中原クリニック 横山町 48-2011

　 えとう小児科 札元 2丁目 40-3700
徳田脳神経外科病院 打馬 1丁目 44-1119

12 日
 園田クリニック 旭原町 43-8181

　 まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 鮫島整形外科病院 寿 1丁目 43-2535

19 日
 吉重内科消化器科 西大手町 41-3100

　 こだま小児科 笠之原町 41-5111
 検見崎病院 西原 1丁目 43-2991

小

小

小

小

小

小

小

４月・５月の歯科休日急患在宅医

◇肝属東部医師会　　　    診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話 (0994）

4 月 14 日
ルミコ医療ステーション 肝付町新富 65-0921
岩重医院 東串良町川東 63-8514

21 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
内村産婦人科 串良町岡崎 63-2521

28 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
黎明脳神経外科医院 串良町上小原 63-7878

5 月   5 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

12 日
山内クリニック 肝付町前田 65-8181
新中須医院 東串良町池之原 63-2010

19 日
春陽会中央病院 肝付町新富 65-1170
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

◇鹿屋市歯科医師会　　　      診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
4 月 14 日 けいこ歯科 寿 4丁目 40-0418

21 日 近藤歯科医院 西原 4丁目 44-5373
28 日 さかもと歯科クリニック 寿 8丁目 44-2003
29 日 重久歯科医院 向江町 42-4470

5 月    3 日 島田歯科 打馬 2丁目 44-0180
4 日 下浜歯科医院 川西町 41-5888
5 日 すみの歯科医院 寿 3丁目 42-2959
6 日 武田歯科医院 今坂町 44-1619
12 日 高須歯科医院 高須町 47-2525
19 日 辻畑歯科医院 大手町 42-2359

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることが
　あります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４- ４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４- ４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

小

小

小

小

●日　時　５月３日（金）10時～ 18時
●場　所　リナシティかのや水辺ステージ、中央地区商店街特設会場
※リナシティかのや周辺駐車場に駐車できない場合は市役所駐車場を
ご利用ください。市役所駐車場からシャトルバスを運行します。

●観覧料　無料
※当日は、かのや春祭り（リナフェスタ 2013）も同時に開催します。

　とっておきの音楽祭は、「みんなちがってみんないい」を合言葉に障が
いのある人もない人も一緒に音楽を楽しみ、音楽のチカラで心のバリア
フリーを目指す音楽祭です。

問とっておきの音楽祭 in かのや実行委員会（リナシティかのや内）☎ 0994-35-1001

とっておきの音楽祭
　　　　　　in かのや 2013

22APRIL.2013



【問い合わせ】市秘書広報課　☎ 0994-31-1123

野里町 串良町細山田

船間町高須町 大手町

津曲 キソさん（100 歳）

下谷田　潤
じゅん

 ちゃん
（11 か月）

いつも笑顔と幸せを
ありがとう。
元気に大きくなって
ね。

大浦町

下高隈町

輝北町諏訪原大浦町

「みんな元気」は、子どもは
もちろん、高齢者やグルー
プ、同好会など市民の皆さ
んを掲載するコーナーです。
元気いっぱいの写真を広報
紙に掲載してみませんか。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
　　　　　  （77.2MHz）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日
　　　　　　（祝日を除く）

　市では、イベント情報、市の施策等を
紹介するラジオ広報番組を放送していま
す。
　また、大雨や台風襲来時には、防災情
報を市民の皆さんにお伝えしています。

●市の花「ばら」

　花弁のすべてが葉と緑色のバラで
す。秋には紅葉して赤く色づきます。
　花持ちが良いので、アレンジメン
トにも使えます。
別名「グリーンローズ」

温室内

平成 25年 3月1日現在（前月比）
●人　口 104,592人　 （−74）
男　性 49,583人　 （－27）
女　性 55,009人　 （−47）
●世帯数 44,976世帯 （－14）

鹿屋市
KANOYA

448.33㎢

鹿屋市の概要

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」

ロサ キネンシス ヴィリディフローラ
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お引越の際に出る粗大ゴミ回収します。

家族葬の神田
ご家族、親しい方と
　心づくしのご葬儀を
葬儀費用として上記金額以外は一切頂きません。（消費税込）
※別途料金：●お布施・玉串料（寺院や神主様への志）　●火葬場の使用料金

￥189,000
斎場見学、事前相談、葬儀の事なら 24 時間受け付けております。
お気軽にお問い合せください。

TEL 0994-58-7916㈲神田葬祭 鹿屋市吾平町上名 7716-1

TEL.43-2853鹿 屋 海 技
鹿屋市西原2-11-11

級1
2
1
級2

代表：重信良広

学科だけ！実技なし！（1級）

船舶免許更新講習＊当日受付あり＊写真撮ります学科会場：西原地区学習センター　実技会場：古江新港

土　夕方6:00
日　　昼1:00
15歳9ヵ月から

土　夕方6:00
日　　昼1:00
15歳9ヵ月から

8,900円
会場：西原地区学習センター

＊失効・紛失受けられます。
夕方 6:30～

1・2級実技は5/18㊏か19㊐いずれかの半日受講 進級進級

距離無制限
20t未満

147,000円
139,650円

70,300円
74,000円

通常

通常

ペア

ペア
ペア

距離5海里
20t未満

124,000円

40,850円 43,000円

117,800円
通常

通常

ペア

学科

学
科

学
科

実
技

学科

土は夕方6：00～　日は朝9：00～㊏夕方6：00～ ㊐昼1：00～

水上バイク
15歳9ヵ月から

11級へアップ！

月・金は
夕方6:00～
土・日は終日
17歳9ヵ月から

月・金は
夕方6:00～
土・日は終日
17歳9ヵ月から お友だちとペア割

シニア割

お友だち
（60才以上）

名様
以上3

各コース割引いたします！！お電話下さい！！各コース割引いたします！！お電話下さい！！

5
7
5
7

％引
％引
％引
％引

5/18㊏・19㊐

5/17㊎・18㊏

5/18㊏・19㊐

5/18㊏・19㊐ 5/19㊐

・19㊐・20㊊

5
16㊍

最短!! ㊏、㊐の２日間で取得!!最短!! ㊏、㊐の２日間で取得!!

家族葬の池田屋
みんなが立派に
　お葬儀を行えますように！
〜そしてそんな地域になりますように〜

葬儀費用として上記金額以外は一切いただきません！（消費税込）
【※別途料金：●お布施・玉串料（寺院や神主様への志）●火葬場の使用料金】

鹿屋市田崎町108
葬儀相談係　池田　成利☎0994-44-4440

￥194,000〜50名
収容ホール

家族葬￥194,000プラン

※イメージは神式です。

24時間受付 お気軽にお問い合せください

　このコーナーは、各事業所の広告を掲載し、地域活性化と市民の皆さんへの情報
提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238
広告のひろば
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